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Special Thanks
精研会の皆様

多大なるご協力をありがとうございました
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SEIMITSU Lab.
第 92回

東京大学工学部　精密工学科

五月祭展示

五月祭全企画の
頂点を決める！

May Fes.
Awards

企画番号 344に投票
よろしくお願いします！

投票用QRコード



INTRODUCTION

精密工学科は時代と共に変化する社会の要請に対応し、常に新しい研

究分野を切り拓いてきました。人が幸せであるために技術開発はどの

ようにあるべきかというのが私たちの問題意識です。持続可能な社会

を実現するためのサステナビリティ設計、使って楽しい製品の開発に

向けたデライト設計、顧客の満足度を定量化するサービス工学など、

人と社会のかかわりを意識した研究に取り組んでいます。そしてその

基盤となるのは精密計測やマイクロ加工といった工学技術、さらには

人間自体の理解です。実は、技術の進歩とともに人間も変化します。

ディジタルネイティブと言われる皆さんの時代、さらにその先の未来

において、人間はどうなっていくのでしょうか？自由な発想で新しい

未来を創造しようとしている私たちの展示をぜひ見に来てください。

この度は精密 Lab. にご来場頂きありがとうございます。おかげさま
で精密 Lab. は例年メディアに取り上げられるような人気企画になっ
ており、昨年も本当にたくさんのお客様にご来場いただきました。
今年の精密 Lab. はより精密工学科らしい「モノづくり」をコンセプ
トとした数々の展示をご用意しています。4 年生企画では、体につ
けたセンサで操作できる VR ゲーム、自作ドローンとヘリウム風船
を使ったクレーンゲーム、プロジェクションマッピングを使った体
験型空間などなど、皆さんの目を釘付けにするような面白い「モノ」
の数々が皆さんをお待ちしています。また、リピーターも多い大人
気企画「せいみつスイッチ」もさらにさらにパワーアップしていま
す。からくりやモータ・センサなど自分たちの持っている幅広い知
識をフル活用して、また、いくつもの試行錯誤を重ねてできたこの
作品は、子供も大人も間違いなく引き込まれてしまうことでしょう。
これら精密 Lab. の作品達を見て、来場者の皆様に驚きや感動、モノ
づくりの面白さを感じていただければ私たちにとってこれほど嬉し
いことはありません。ぜひ本日は、余すことなく精密 Lab. を体験し
て、学んで、そしてなにより「楽しんで」いってください！

東京大学工学部
精密工学科

学科長
神保泰彦

東京大学工学部
精密工学科

学部 4 年生
五月祭学生代表

竹本有輝
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開催場所
本郷キャンパス 工学部エリア 工学部 14 号館
5/18（土） 9:00-18:00
5/19（日）9:00-18:00
※入場はいずれも 17:30 までとさせていただきます
※ OpenLab の実施時間は研究室ごとに異なります

お問い合わせ
東京大学工学部
精密工学科 / 大学院工学系研究科 精密工学専攻 事務室
〒 113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1
工学部エリア 工学部 14 号館１階
Tel.03-5841-6445
Fax.03-5841-8556
Mail:shingaku@pe.t.u-tokyo.ac.jp
公式 HP : pemayfes.t.u-tokyo.ac.jp

INTRODUCTION





①アルキメデスのらせん

棒が回転すると、

ビー玉が不思議にも

上に ... ？

②永久機関

連動する歯車とゴンドラの上を

ビー玉が回り続けることで、

ヒモが巻き取られていく！

③楽器

機械仕掛けによって、

次々と鉄琴の上に落

ちてくるビー玉が奏

でるのは ...?

⑤水車

電力を使わずに、

形状記憶合金という

金属の性質によって

水車が回っている ... ！？

学生によるテンセグリティー教室

テンセグリティーとは、糸やゴムの
張力によってのみ支えられる、写真
のような構造体です。毎年精密工学
科の授業で扱われています。
当日は、こちらのテンセグリティー
を実際に作っていただけます。もち
ろん出来上がったものはお土産に持
ち帰ることもできます。

1F
143

1F
142

④色分けセンサ

ビー玉が次々と観覧車

に！

その仕組みは

一体なんだろうか？

あるセンサに注目！

⑥見えないガラス

サラダ油とパイレックスガラス

(耐熱ガラス )の屈折率が等しい

ため光は曲がらずに直進します。

そうすると ... ？

⑦電光掲示板

扇風機が回ると

そこには文字が...！

すたーと

ごーる

830

1134

722

921

142 143

02. FLOOR MAP
精密工学科の3年生が1チームになって、

某放送局のテレビ番組の企画を、

より”精密”なものにアレンジしました。

03. 学生企画 : ３年生



空飛ぶクレーンゲーム VR シューティングからくりで遊ぼう

音楽ゲーム森でキャンプしよう！

1F銅像前

3F
146

自動でお茶を運ぶからくり人形，一風変わったミニ
チュア自転車など，見て触って楽しめるおもちゃを作
りました。ぜひ手に取って遊んでみてください。

茶田智来 竹本有輝 加茂野照大 陽東旭

風船付きの自作ドローンでクレーンゲームが
体験できます。
目指せ一流のドローンパイロット！

市川廉 近江秀文 関根匠志 山口恵璃

あなたの動きに合わせて翼が生えたり、服から花
が咲いたり ... ？
触っても熱くないキャンプファイヤーもあるよ！
ここで写真を撮ればインスタ映え間違いなし！

三林弘季 松本豊 杉野正和 佐藤海多南 後田啓太郎

画面の中に自分の手が表示される !? ボタンとセ
ンサーを駆使しながら音楽に合わせてタイミン
グよく体を動かそう !

安波暢道 磯邉喜一 鷺谷友太 杉山大地 吉開悠人

この企画では体を直感的に動かすだけで操作できる VR
ゲームを通じて 沢山の人に VR を体感してもらえたらと
思います !
ちょっと怖いかも…

富田直人 中川潤哉 永野里奈 池澤亮 小林秀成

近頃話題の VR で 3D シューティングゲームが体
験できます。ディスプレイを搭載したゴー グル
を頭につければ、まるで自分がゲームの世界にい
るかのような迫力と臨場感を感じられること間違
いなしです。

釜木優人 後藤潤平 志宇知航大 菅沢佑太 湯舟航耶

おことわり
 今回の VR 企画は健康面を配慮し 12 歳以下プ
レー禁止とさせていただきます。
 また企画内容は予告無く変更または中止にな
る恐れがあります。あらかじめご了承ください。

精密 WebAR スタンプラリー

1F と 3F の精密 Lab. 企画全体でスタンプラリーを
行っています！
ただスタンプを押すだけでなく、上の QR コードの
専用ページ越しにスタンプを覗くと・・・？
また、すべてのスタンプを集めると先着で精密
Lab. 特製ステッカーがもらえます！
ぜひすべての企画を回ってみてくださいね！

杉野正和

3F
325

3F
321

04 . 学生企画 : ４年生
ウェアラブル VR ホラー 3F

330
3F

325



ヒトを精密に知る
製品・社会のエコデザイン

加工の未来を拓く特殊加工 細胞を見る・測る・制御する最新の手術支援技術紹介

３次元形状モデリング技術体験しよう！
ヒトと機械をつなぐ技術

ツルツルした表面を見てみよう！

Open Lab の 展 示
時間は、10:00-16:00
となっておりますが、
変更等もございます
ので詳細は 14 号館 1
階の掲示をご覧くだ
さい。

6F
625

10F1030
9F

9216F
630

8F
830 11F1134

7F
722 3F

330

精密工学科の研究室が主催で展示を行います。
五月祭ならではの展示や、五月祭でなければ見られないよ
うな展示まで、様々かつ貴重な展示が盛りだくさんです！

私たち三村研は原子レベルでツルツルな表面を作る研究をし

ています。今回は０．１ナノメートルの違いを見分けることが

できる顕微干渉計という装置を用いて身の回りの物の表面を

測定するデモンストレーションを行います。携帯の画面や、

メガネなど、身近にあるツルツルした表面が精密に測定する

とどのように見えるのか、顕微干渉計を使って観察します。

三村研究室

モーションキャプチャと呼ばれる装置

を用い、ヒトの体にマーカをはりつけ

て撮影することで、ヒトの動きをリア

ルタイムに計測し解析する研究を行っ

ています。同時に、筋電計と呼ばれる

装置を用いて全身の筋肉の動きを計測

します。高齢者と若年者の違いを調べ

ることで加齢による変化を解析し、リ

ハビリに応用することを目指していま

す。
淺間・山下研究室

硬さによらず複雑形状を高精度に加工

できる方法に放電加工や電解加工があ

ります。本研究室では、世界一微細な

加工を実現したマイクロ放電加工やマ

イクロ電解加工の展示を行っていま

す。また、電解液ジェット加工という

特殊な電解加工や透明体電極を用いて

放電加工や電解加工の現象を初めて観

察した動画などを紹介しています。

国枝・三村研究室

本研究室では、ネズミの脳から取り出し

た細胞や iPS 細胞を培養して、電気活動

を調べたり微細加工技術によって細胞の

動きを制御したりしています。今回は、

細胞の活動や運動を撮影した動画を紹介

します。また、実際に顕微鏡をのぞいて

細胞の様子を見ていただきます。（写真

は細胞の活動した部分が発光したもの）

神保・小谷研究室

手術支援ロボット、不整脈治療技術、

バイオマテリアル、光・音響治療技術

など、医療を支える様々な工学技術を

紹介します。

佐久間・中川研究室

本研究室では、計算機システムを用

いて環境にやさしい製品や社会を設

計する研究に取り組んでいます。こ

こでは、計算機システムを用いた

簡単な実行例 ( デモ ) を見ていただ

きます ( スタッフが丁寧に説明しま

す )。また、実験に用いている小型ロ

ボットによるレゴカーの組み立てデ

モ、海外 ( アジア各国 ) の家電の展

示も行います。
梅田・木下研究室

本研究室では「3D コピー」を題材に

して、複雑なかたちをコンピュータ

上で自在に扱うための技術を紹介し

ます。3D スキャンによる形状取得と 

3D プリンタによる造形、そしてその

間をつなぐ形状モデリング技術をデモ

します。

鈴木・大竹研究室

物体に触れた際の手触りをバーチャル

に再現する触力覚インタフェースや、 

ユニークな動作を実現する新しいアク

チュエータなど、メカトロニクスおよ

びインタラクション技術に関する体験

展示デモを行います。

山本・吉元研究室

05. 研究室主催展示 
      &OpenLab 



06. 精密工学科研究室紹介 ロボット、バイオ、光、加工など…幅広く工学を扱っている

精密工学科の各研究室を、わかりやすく紹介いたします！

興味のある研究室に、是非足をお運びください。

淺間研究室 伊藤研究室

大竹研究室木下研究室

国枝研究室 小谷研究室 佐久間研究室

佐々木研究室 神保研究室

Open Lab

梅田研究室

太田研究室

サービスロボティクス
淺間研究室では、人が満足するサー

ビスを創造する方法論を明らかにし、

状況に応じて適切なサービスをオン

ライン・実時間で提供できる人工物

システムを構築することを目指して

います。

具体的には、福祉・介護やレスキュー

の場で実用可能なシステムの開発を

目指し、その基盤として、人の行動

の計測、空間知能やサービスロボッ

ト等の研究も行っています。

ネットワーク MEMS
大面積デバイス製造
超小型のセンサシステムである N/

MEMS を小型のプリント基板やプラ

スチック、布の上に実装集積化技術

を開発しています。この技術を基に、

工場の機械の稼働状態や、橋の健全

性など人をとりまく環境の時々刻々

の稼働状態を認識するセンシング技

術の確立をめざしています。

さらに、橋や農場などへセンサを実

装するフィールド実験を積極的に

行っています。

移動ロボティクス
エージェントの知的動作アルゴリズ

ムの開発により、ロボットの技術を

より身近な生活に生かすことを目指

しています。また情報サービスの向

上に繋げる研究も行っています。

社会システム設計学
持続可能な社会の実現を目指して、

様々な製品や技術 ( 例えば、電気自 

動車や太陽光発電パネル ) が将来社

会の中でどのような影響を及ぼすの

かを理解するために、現在から未来

までの「シナリオ」を設計していま

す。本研究室では、計算機支援 を用

いたシナリオの作成と評価に取り組

んでいます。

形状モデリング工学
計算機上で 3 次元の形状モデルを扱

うためのアルゴリズムを研究してい

ます。精密なものづくりにおいて、

3D スキャナーを用いた実製品の解

析や検査などのための技術は広く普

及してきており、それらの技術の更

なる高度化に貢献したいと考えてい

ます。

特殊加工
国枝研究室では、放電加工や電解加

工などの電気的加工法についての研

究を行っています。電気的加工法の

利点は、材料の硬さやもろさに関係

なく高精度に加工できること、非接

触加工であるため加工の作用力や反

力が小さいこと等です。また、大量

生産に必要不可欠な金型や、製品に

高い付加価値を与えるマイクロ加工

技術についても研究しています。

生産される製品が変わったとして

も、加工技術の必要性はなくなりま

せん。そのような基盤技術である加

工技術について我々は研究していま

す。

生体計測・生体信号処理
本研究室ではヒトの脳・神経・血流

などの反応を観測し解析し、モデル

化するという研究を行っています。

脳や神経などの働きをモデル化する

ことで計測した生体信号からヒトが

どのような状態にあるのかを判断で

きます。生体反応の謎はまだ多くあ

るのでこれからも多くの新しい発見

があるでしょう。最近では脳の計測

信号から利用者の意図を直接読み解

く技術 (BCI) や脳神経の働きの数理

モデル化などが研究されています。

医療精密工学
低侵襲で安全な治療を実現する、精

密標的治療のための

○手術支援ロボットシステム

○病変部位可視化

○手術ナビゲーションシステムの開

発

○生体応答の人工的制御による心臓

不整脈治療の研究

などを通じて、より良い生活環境・

医療環境の実現を目指します。

環境情報マイクロシステム学
人体通信を利用したウェアラブル機

器間の通信や、環境音の認識など、

信号の伝送や処理に関する研究を

行っています。環境音とは人間の会

話以外の環境中の音です。

環境音の認識は将来の自律したロ

ボットに必須の機能だと考えていま

す。

神経工学
ネズミの脳から取り出した神経細胞

をお皿の中で育て、記憶・学習現象

や生体リズム制御、神経変性疾患の

発生メカニズムを調べています。

※神経細胞とは ?

脳は生物にとって、まわりの環境か

ら情報を取り入れ、最適な行動を選

択して実行する司令塔です。その脳

を構成する細胞が神経細胞、本体か

ら長い突起を伸ばした特殊な形をし

ています。

Open Lab Open Lab Open Lab

Open Lab Open Lab Open Lab

Open Lab三村研究室 Open Lab
研究室

主催展示

超精密加工
X 線集光光学素子の作製を目指し

た研究を行っています。これを用

いた X 線顕微鏡により生体細胞の

ナノ分解能での観察が可能となり

ますが、作製には原子レベルの超

精密加工が必要となります。研究

室全体が一つのチームとして、加

工から計測、さらには作製した素

子の応用まで一貫して取り組むこ

とで、素子の作製を目指します。

サステナビリティ設計学
工学と社会を結びつけるような、新

しい設計学、ものづくりの方法の 

テーマを扱っています。各テーマで

は共通して「持続可能な社会の実

現」を見据えてお り、それに向けた

シャープな問題設定、計算機による

意思決定支援を目指しています。 技

術だけでなく、市場の様子、人間の

意思決定プロセス、環境など、あら

ゆる方面か らアプローチするため、

社会的ミッションとの親和性も高い

分野です。



中川研究室鈴木研究室 高橋研究室 高増研究室

高松研究室 田村研究室

保坂研究室 吉元研究室

森田研究室 山下研究室 山本研究室

形状モデリング工学
現代のものづくりは CAD などの情

報処理技術の上に成り立っていま

す。しかし、ものを扱うためにはデ

ジタルの世界の中だけで閉じること

ができません。

X 線 CT などの 3 次元スキャニング

技術を利用して、デジタルと現物と

を融合する新しいものづくり情報化

技術について研究を行っています。

光製造科学
~“ 光 ” の可能性を追求する ~

次世代の超精密ものづくりを実現す

るための、新しい加工・計測技術の

確立を目指しています。特に、我々

生命体の根源をなす “ 光 ” エネルギ

を媒体とした新しい超精密ナノ加

工・計測技術に関する研究を推進し

ています。

精密計測
ナノメートルからキロメートルま

で、マイクロマシンから人体までの

幅広い対象の形状や寸法を精密に測

定、評価し、計測標準を確立するこ

とを目指しています。三次元座標計

測における誤差評価、ナノメートル

非球面形状測定機などの新しい測定

機の開発、ナノテクノロジーにおけ

る標準の確立を行っています。

人間環境モニタリング
カーペットや家具や衣服を構成する

布の上に超小型のセンサシステムを

実装する技術を開発しています。こ

の技術を基に、カーペットにセンサ

を埋め込むことで高齢者の見守りを

行ったり、カーシートに埋め込むこ

とで運転者の運転を支援するなど人

の回りで人を見守り支援するセンシ

ング技術の確立をめざしています。

さらに、企業との共同研究を通じて

センサの社会実装を積極的に行って

います。

廃止措置等基盤研究・
人材育成プログラム
ロボットをはじめとした新しい人工

物と人間との相互作用に関する研究

を行っています。人間の認知・行動

の理解およびモデル化に基づいた、

ヒューマンインタフェースやロボッ

トの動作設計に関する研究を推進し

ています。

環境情報マイクロシステム学
振動をエネルギ源とする発電機を研

究しています。回転体を傾斜させ

ると、回転数に比例した反力が発生

します。これをジャイロ効果と呼び

ます。高速回転により小さな振動か

ら大きな力を作り出し、小さな発電

機で大きな電力を得ることが出来ま

す。物流やウェアラブル機器へ応用

します。フューチャーセンター機構

長を兼務しています。

人間支援デバイス学
人体や構造物に超音波を送信し、そ

の反射波までの時間を計測すること

で内部の状態を調べることができま

す。このような超音波非破壊検査に

おける超音波送受信には、圧電振動

子が利用されています。圧電素子は、

電圧を加えると振動し、振動を与え

ると電圧が発生する機能性材料で

す。このような機能性材料を応用す

ることで、人に優しいサポートシス

テムを実現することに取り組んでい

ます。

ロボット・センサ情報処理
人間の目の働きをコンピュータで実

現する技術（画像処理、コンピュー

タビジョン）やセンサ情報処理技術

を中心として、ロボット、マルチメ

ディア、ヒューマンインターフェー

スなど基礎理論から実応用まで幅広

く、社会に貢献できる技術開発を強

く意識して研究しています。

人間機械システム学
これまでに無い新しい動きを生み出

すアクチュエータの研究開発と、そ

の応用としてのロボティクス・メカ

トロニクスの研究を進めています。

特に近年は、柔軟素材を自在に変形

させるソフトロボティクス、「触感」

をバーチャルに提示する触感ディス

プレイ、環境熱を利用して動作する

2 足歩行機構、大画面ディスプレイ

上でのインタラクション技術などに

取り組んでいます。

Open Lab

生体メカトロニクス
人の感覚運動機能や関連した電気・

機械現象の理解と応用を目指し、生

体の物理生理特性やメカトロニクス技

術を駆使した高度な計測と制御技術

の開発に取り組んでいます。特に、電

気的イメージングをコア技術として筋

骨格や身体運動に関する可視化や接

触現象の計測手法の開発を行い、産

業応用を目指します。

Open Lab Open Lab
道畑研究室

   

バイオイメージング
音と光を使い、生体や細胞を操作し

治療することを目的に研究していま

す。また、音と細胞の相互作用など

非常に速い現象を明らかにするため、

最先端の超高速イメージング技術を

開発しています。 

〇治療と診断のための光音響技術の

開発

 〇細胞と組織との音響相互作用の

可視化  

〇高速機械刺激に対する細胞応答の

研究  

〇世界最速カメラの開発

Open Lab

精密計測
「新しい原理を開拓する超精密計測

への挑戦」

これまで測定が困難であった微細ス

ケール対象の計測、加工環境におけ

るインプロセス・オンマシン計測、

超高精度計測を実現するため、知的

計測原理および精密計測原理の確立

を目指した研究を行なっています。

Open Lab
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